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６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

■ 

萩
原
德
一
議
員

問
い
　
①
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
全
国
的
に
林
業
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
の

中
、
昨
年
に
農
林
業
公
社
が
設
立
さ
れ
、
米
・

ホ
ウ
レ
ン
草
・
ト
マ
ト
等
の
商
品
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
林
業
関
係
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
あ
り
、

特
に
林
業
従
事
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
人
手

不
足
の
深
刻
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
ど
う
す
れ
ば
曽
爾
村
の
森

林
を
守
っ
て
い
け
る
の
か
村
長
の
考
え
を
伺

う
。ま
た
、奈
良
県
の
林
業
の
最
新
状
況
な
ど
、

様
々
な
情
報
を
得
る
た
め
に
も
、
今
以
上
に

曽
爾
村
林
業
振
興
協
議
会
の
開
催
回
数
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

答
弁　
①
（
芝
田
村
長
）

　
林
業
の
状
況
が
大
変
厳
し
い
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
い
ま
す
。
村
の
林
業
や
木
材
関
係

産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
曽
爾

村
林
業
振
興
協
議
会
を
平
成
25
年
６
月
に
設

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
問
題
点
や
今
後
の

課
題
、
森
林
組
合
の
経
営
状
況
な
ど
を
話
し

合
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
林
業
先

進
地
の
視
察
を
通
じ
て
課
題
等
を
取
り
ま
と

め
、
曽
爾
村
農
林
業
公
社
の
事
業
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。
特
に
木
材
加
工
に
よ
る
高
付
加

価
値
の
創
出
を
目
指
し
て
、曽
爾
の
木
を
使
っ

た
建
築
用
材
や
家
具
等
の
独
自
商
品
開
発
、

試
作
研
究
や
用
途
に
応
じ
た
材
の
加
工
を
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
が
主
体
と
な
っ
て
屏
風

岩
公
園
周
辺
の
村
有
地
等
を
モ
デ
ル
地
区
に

設
定
し
、
森
林
資
源
を
多
面
的
に
活
用
す
る

た
め
「
製
材
所
の
復
活
」、「
薪
の
販
売
」、「
森

林
を
活
用
し
た
健
康
増
進
」
な
ど
も
含
め
て
、

森
林
資
源
活
用
構
想
も
樹
立
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
の
林
業
関
係
事
業
を
実
施
推
進

し
て
い
く
た
め
の
受
け
皿
に
な
る
の
が
森
林

組
合
で
す
。
そ
の
森
林
組
合
を
強
化
す
る
た

め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
１
名
を
事
務

所
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
従
事

者
の
後
継
者
対
策
と
し
て
２
名
を
林
業
事
業

者
に
派
遣
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
で
は
、
副
組
合
長
を
常

勤
と
し
て
組
合
運
営
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
理
事
の
改
選
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
、
新
た
な
役
員
の
も
と
で
役
員
・
職
員

が
一
致
団
結
し
、
林
業
の
再
生
と
組
合
経
営

の
健
全
化
を
目
指
し
て
努
力
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
今
後
も

曽
爾
村
林
業
振
興
協
議
会
の
開
催
を
通
じ
専

門
的
な
見
地
か
ら
広
く
意
見
を
募
り
、
衰
退

し
た
林
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に
森
林
組
合
・

農
林
業
公
社
・
観
光
振
興
公
社
と
と
も
に
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
よ
き
方
向
性
を
見
い

だ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
森
林
組
合
に
は
、
国
事
業
の
「
施
業
放
置

林
整
備
事
業
」、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤

整
備
事
業
」、
県
事
業
の
「
獣
害
に
つ
よ
い
里

山
づ
く
り
事
業
」、
村
事
業
の
「
里
山
再
生
事

業
」
な
ど
、
森
林
整
備
に
係
る
諸
事
業
に
請

負
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
組
合
が
主
体
と
な
っ
た
独
自

の
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
、
国
か
ら
地
方
創

生
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
森
林
資

源
を
多
面
的
に
活
用
す
る
た
め
の
事
業
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
森
林
組
合

に
主
体
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
村
が
積
極
的

に
応
援
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
組

合
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

■ 

岡
本
一
重
議
員

問
い
　
②
曽
爾
村
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当

の
支
給
状
況
に
つ
い
て

　
昨
年
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
や
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
、
曽
爾
村
農

林
業
公
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

核
と
し
て
野
菜
や
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ま
た
、

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
各
大
字

で
特
色
を
生
か
し
た
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
観
光
に
お
い
て
は
、
観
光
客
の

誘
引
を
図
る
た
め
、村
の
観
光
協
会
や
フ
ァ
ー

ム
ガ
ー
デ
ン
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
獲
得
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
先
頭
に
立
っ
て
努

力
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

評
価
が
す
ぐ
に
出
る
部
署
の
職
員
と
内
勤
に

よ
り
評
価
の
見
え
に
く
い
職
員
も
お
り
、
ま

議
会
だ
よ
り

６
月
定
例
会
一
般
質
問

問
い

問
い

答
弁
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た
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
職
員
数
が
減
少
し
、

社
会
の
多
様
化
に
よ
り
仕
事
が
増
え
て
い
る

現
実
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
年

の
時
間
外
手
当
の
総
額
や
時
間
外
労
働
時
間

の
推
移
、
ま
た
、
隣
村
の
状
況
を
伺
う
。

答
弁 　
（
芝
田
村
長
）

②
曽
爾
村
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給

状
況
は
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
行
政
改

革
要
綱
に
よ
り
平
成
27
年
度
ま
で
は
、
各
担

当
部
門
に
お
い
て
時
間
外
勤
務
手
当
額
と
し

て
年
間
給
与
の
３
％
を
予
算
配
分
し
、
予
算

額
を
超
え
た
場
合
は
、
代
休
処
理
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
年
間
給
与
の
５
％
へ
増
額
し
ま
し

た
。
こ
の
根
拠
は
、
課
長
の
管
理
職
手
当
が

約
８
％
、課
長
補
佐
の
管
理
職
手
当
が
約
６
％

で
あ
る
こ
と
か
ら
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
額

を
５
％
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
予
算

額
が
超
過
し
た
場
合
、
年
度
末
に
他
部
署
の

未
執
行
を
割
り
当
て
る
方
式
を
と
り
全
額
支

給
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
10
月
に
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
地
方
公
務
員
も
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
外
勤
務
手

当
の
支
払
金
も
保
険
料
算
定
対
象
に
な
る
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
時
間
外
勤
務

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

代
休
処
理
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
申
請
は
、
す
べ
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
度
ご
と
の
時
間
外
勤
務
時
間
や
手

当
額
、
一
人
あ
た
り
の
時
間
数
や
手
当
額
な

ど
近
隣
の
状
況
も
含
め
、
担
当
課
長
か
ら
説

明
を
し
ま
す
。

説
明　
②
（
佐
伯
総
務
課
長
）　

　

時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
総
額
は
、
平

成
26
年
度
２
４
１
万
１
千
円
、
一
人
あ
た

り
７
万
８
千
円
。
平
成
27
年
度
２
９
４
万

円
、
一
人
あ
た
り
１
０
万
９
千
円
。
平
成

28
年
度
３
８
７
万
４
千
円
、
一
人
あ
た
り

１
４
万
９
千
円
で
す
。
御
杖
村
の
支
給
実
績

は
、
平
成
26
年
度
１
２
７
万
６
千
円
、
一

人
あ
た
り
６
万
４
千
円
。
平
成
27
年
度

１
８
２
万
１
千
円
、
一
人
あ
た
り
８
万
７
千

円
で
す
。
次
に
、
平
成
28
年
度
各
課
に
お
け

る
総
時
間
数
と
手
当
の
総
額
は
、
総
務
課

３
９
５
時
間
、
８
８
万
５
千
円
。
住
民
生
活

課
１
１
６
時
間
、
２
２
万
４
千
円
。
保
健
福

祉
課
１
１
４
時
間
、
２
５
万
２
千
円
。
出
納

室
37
時
間
、
１
０
万
１
千
円
。
地
域
建
設
課

３
８
７
時
間
、
１
０
０
万
４
千
円
。
教
育
委

員
会
１
２
０
時
間
、
１
８
万
５
千
円
。
企
画

課
３
４
５
時
間
、
７
８
万
７
千
円
。
保
育
所

１
７
２
時
間
、
３
７
万
４
千
円
。
診
療
所
３
４

時
間
、６
万
３
千
円
。
合
計
１
，７
２
０
時
間
、

総
支
給
額
３
８
７
万
４
千
円
で
す
。

■ 

岡
本
一
重
議
員

問
い
　
③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
定
住
対

策
に
つ
い
て

　
本
年
７
月
に
第
１
期
で
応
募
さ
れ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
空
き
家
を
借
り
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
公
設
の
住
宅
に
入
居
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ま
す
が
、
農
業
関
係
で
活
動
し

て
い
る
隊
員
に
は
、
家
の
近
く
に
農
地
が
あ

れ
ば
理
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
協
力
隊

員
を
受
け
入
れ
る
時
よ
り
も
、
期
間
終
了
後

の
フ
ォ
ロ
ー
を
い
か
に
行
う
か
が
行
政
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
任
期
満
了

後
も
曽
爾
村
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
空
き

家
を
村
で
購
入
し
改
修
し
て
貸
し
出
し
て
は

ど
う
か
、
村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁　
③
（
芝
田
村
長
）

　
村
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
空
き
家
の
利
活

用
を
促
進
す
る
た
め
に
業
務
を
委
託
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
27
年
度
は
、
空
き
家

所
有
者
か
ら
の
登
録
件
数
が
17
件
。
空
き
家

の
利
用
申
し
込
み
が
26
件
。
そ
の
う
ち
、
契

約
件
数
が
10
件
で
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、

空
き
家
所
有
者
か
ら
の
登
録
件
数
が
９
件
。

空
き
家
の
利
用
申
し
込
み
が
32
件
。
契
約
数

が
８
件
と
実
績
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
希
望
者
が
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、

本
年
度
、
各
大
字
総
代
に
協
力
を
得
な
が
ら
、

再
度
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
作
業
も
進
め

て
い
ま
す
。
改
修
し
な
く
て
も
す
ぐ
に
住
め

る
空
き
家
、
改
修
し
な
く
て
は
住
め
な
い
空

き
家
、
ま
た
、
使
用
不
能
な
空
き
家
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
相
続
登
記
が
で
き
な
い
空
き

家
も
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
村
が
購
入
し
た

り
賃
貸
契
約
す
る
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
問

題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
状
況
も
鑑
み
、

村
の
財
産
に
す
る
の
で
は
な
く
、
民
間
活
力

を
少
し
で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。村
で
は
、空
き
家
改
修
を
図
る
た
め
、

事
業
費
の
２
分
の
１
、
上
限
１
０
０
万
円
の

補
助
金
を
創
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
財

道
具
の
整
理
と
し
て
事
業
費
の
２
分
の
１
、

上
限
15
万
円
の
補
助
金
も
創
設
し
、
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
浄
化
槽
の
補
助

説
明

問
い

答
弁

答
弁
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制
度
も
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
補
助
金
の
増

額
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
考
事
例
と

し
て
近
隣
市
村
の
支
援
状
況
を
担
当
課
長
か

ら
説
明
し
ま
す
。

説
明　
③
（
細
谷
企
画
課
長
）　

　
御
杖
村
の
空
き
家
改
修
事
業
は
、
改
修
に

係
る
経
費
の
２
分
の
１
、
義
務
教
育
終
了
前

の
者
を
有
す
る
世
帯
は
、
上
限
１
０
０
万
円
。

そ
れ
以
外
の
世
帯
は
、
50
万
円
を
上
限
と
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
家
財
道
具
の
整
理
に

係
る
補
助
と
し
て
上
限
20
万
円
の
支
援
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
は
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
が
、
空
き
家
を
カ
フ
ェ
等
に
改
修

し
て
起
業
す
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

２
分
の
１
の
補
助
率
で
上
限
２
０
０
万
円
。

ま
た
、
家
財
道
具
の
整
理
は
２
分
の
１
、
上

限
20
万
円
の
支
援
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
吉

野
村
は
、
空
き
家
の
改
修
に
係
る
経
費
の
２

分
の
１
、
上
限
１
０
０
万
円
の
支
援
。
ま
た
、

空
き
家
の
家
財
道
具
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

支
援
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
県
内
市
町
村
の
支
援
状
況
も
精
査
し
な
が

ら
、
村
に
と
っ
て
有
益
な
支
援
策
を
研
究
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

木
治
正
人
議
員

問
い
　
④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て

　
総
務
省
の
制
度
を
活
用
し
た
第
１
次
隊
員

が
本
年
７
月
で
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
こ

の
事
業
実
績
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
分
析
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
第
２
次
・
第
３

次
と
隊
員
を
募
集
し
、
将
来
の
永
住
・
定
住

を
考
え
た
と
き
、
経
済
基
盤
の
確
立
が
重
要

か
と
思
い
ま
す
。
本
人
の
意
思
が
最
も
重
要

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
地
で
生
活
を
続

け
る
た
め
に
は
、
今
後
の
経
済
基
盤
の
確
立

に
向
け
、
村
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
展
望
を

お
持
ち
か
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て
制
度
が
わ
か
ら
な
い
、
行
政
職
員
と

隊
員
の
区
別
が
つ
か
な
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
方
か
ら
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

協
力
隊
員
自
ら
「
そ
に
っ
き
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
村
民
の
認
識
不
足
を
解
消
し
、

村
民
・
協
力
隊
員
と
も
に
地
域
づ
く
り
の
参

加
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
広
報
に
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　
④
（
芝
田
村
長
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
地
域
か

ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
住
民
票

を
移
動
し
、
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
者
を
地

方
公
共
団
体
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
委
嘱
、
隊
員
は
一
定
期
間
、（
最
長
３
年
）

地
域
に
居
住
し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場

産
品
の
開
発
、
販
売
、
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ

し
の
支
援
や
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民

の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
定
住
、
定
着
を
図
る

取
り
組
み
で
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
こ
の
制

度
が
始
ま
り
、
所
管
は
総
務
省
で
す
。
協
力

隊
の
活
動
に
要
す
る
経
費
は
、
報
償
費
を
含

め
年
間
隊
員
１
人
あ
た
り
４
０
０
万
円
を
上

限
と
し
て
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
財
政
支
援

が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
全
国
で
31
自

治
体
、
隊
員
数
89
名
で
始
ま
り
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
は
、
８
６
９
自
治
体
、
隊
員
数
３
，

９
７
８
名
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
は
、
隊
員
数
が
４
，
１
５
８
名
に
な
っ

た
と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
隊
員
数
の

多
い
地
域
は
、
北
海
道
、
長
野
県
、
島
根
県
、

高
知
県
な
ど
で
す
。
隊
員
数
が
多
い
自
治
体

は
、大
分
県
竹
田
市
、44
名
。
島
根
県
海
士
町
、

33
名
。
島
根
県
津
和
野
町
は
33
名
、
島
根
県

の
邑
南
町
は
32
名
で
す
。ま
た
、男
女
別
で
は
、

男
性
が
62
％
、
女
性
が
38
％
で
す
。
年
齢
構

成
は
、
10
歳
代
が
０
．
２
％
、
20
歳
代
が
35
．

５
％
、
30
歳
代
が
38
．
２
％
、
40
歳
代
が
18
．

９
％
、50
歳
代
が
５
．
６
％
、60
歳
以
上
が
１
．

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

度
ま
で
に
任
期
終
了
し
た
隊
員
の
定
住
率
は

47
％
で
す
。そ
の
動
向
内
訳
は
、就
業
が
47
％
、

就
農
が
18
％
、
起
業
が
17
％
、
未
定
が
２
％
、

そ
の
他
が
16
％
と
聞
い
て
い
ま
す
。
曽
爾
村

で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
、
平
成
26
年
４
月
に
１
名
、
平
成
26
年

８
月
に
２
名
、
平
成
27
年
４
月
に
１
名
、
平

成
28
年
４
月
に
10
名
、
そ
し
て
平
成
29
年
４

月
に
３
名
の
隊
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
途
中

で
や
め
た
隊
員
２
名
も
い
ま
す
が
、
現
在
は

15
名
の
隊
員
が
各
方
面
で
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
隊
員
の
う
ち
２
名
が
、

こ
の
７
月
末
で
任
期
を
終
え
ま
す
。
こ
の
２

名
は
今
後
も
曽
爾
村
で
定
住
の
意
思
を
持
っ

て
起
業
し
て
く
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

曽
爾
村
で
住
ん
で
い
た
だ
く
場
合
、
経
済
的

な
基
盤
が
確
立
で
き
る
か
大
変
心
配
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
４
月
に
施
行
し
た
「
起
業
等

人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
１
０
０
万
円
、

問
い

答
弁

説
明
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ま
た
、
こ
の
４
月
に
施
行
し
た
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
起
業
支
援
補
助
金
」
１
０
０
万
円

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
他
の
補
助

金
も
活
用
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
経
験
も
生

か
し
永
住
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
２
次
・
第
３
次
の

隊
員
に
つ
い
て
も
、
後
継
者
不
足
で
悩
む
農

業
、
林
業
分
野
で
活
動
も
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
大
変
厳
し
い
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、

関
係
者
総
意
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ウ
ル
シ
事
業
な
ど
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
る
隊
員
も
、
今
ま
で

の
経
験
を
発
揮
し
、
起
業
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
隊
員
と
毎
月
定
期
的

に
意
見
交
換
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
任
期
終

了
後
の
話
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
行
政
と
し

て
支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
最
大
限
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
若
い
力

が
村
の
住
民
を
刺
激
さ
せ
、
自
分
た
ち
の
村

は
、
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
づ

く
り
、
ま
た
、
若
者
を
ふ
る
さ
と
曽
爾
村
へ

Ｕ
タ
ー
ン
さ
せ
る
起
爆
剤
に
な
り
ま
す
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
内
容
や
制
度
等
も
含
め
、
広
報
を
通
じ

て
再
度
周
知
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
中
、

光
り
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
曽
爾
村
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑤
農
林
業
公
社
、
観
光
振
興
公
社
と

地
域
振
興
策
の
融
合
に
つ
い
て

　

曽
爾
村
第
４
次
総
合
計
画
の
序
論
で
は
、

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
経
営
規
模
が
年
々

減
少
し
、
商
業
・
製
造
業
も
同
様
で
あ
る
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
構
造
を
第
１
次

産
業
か
ら
第
３
次
産
業
に
移
行
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
お
り
ま
し
た
中
、
観
光
公
社
に
次
い
で

農
林
業
公
社
が
打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
先

月
に
は
、
遠
く
は
奄
美
大
島
か
ら
、
ま
た
、

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加
盟
の
熊
本

県
高
森
町
か
ら
も
、
地
域
創
生
戦
略
の
視
察

に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
実
と
も
に
、
農

業
、
林
業
、
観
光
の
村
と
し
て
、
活
気
あ
る

村
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
と
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
収
益
や
生
産
を

中
心
と
す
る
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中

心
と
す
る
事
業
、
景
観
形
成
を
中
心
と
す
る

事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
体
が
生
産
活

動
、
非
生
産
活
動
を
問
わ
ず
、
地
域
力
を
生

か
し
、
地
元
学
を
生
か
し
、
地
域
に
あ
る
も

の
に
光
を
当
て
、
磨
き
を
か
け
、
ぬ
る
べ
の

郷
曽
爾
の
再
起
動
に
向
け
、
村
内
各
地
で
重

要
展
開
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も

成
功
裏
に
実
を
結
べ
ば
と
い
う
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
各
事
業
、
大
字
の
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
村
全
体
の
活
気
に
つ
な

が
っ
て
く
る
よ
う
に
、
次
代
を
担
う
若
者
の

確
保
や
地
域
原
動
力
の
維
持
に
つ
い
て
、
農

林
業
公
社
、
観
光
公
社
と
村
内
各
地
域
と
の

融
合
と
意
思
疎
通
が
大
変
重
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。
ま

た
、
屏
風
岩
周
辺
の
森
林
活
用
企
画
や
奈
良

県
ぐ
る
っ
と
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
計
画
に
関
連
し

て
、
今
後
の
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
の
考
え

と
、
奈
良
県
と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
は

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁　
⑤
（
芝
田
村
長
）

　
村
民
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
平
成
27
年
12

月
に
曽
爾
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
で

は
、
曽
爾
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
や

観
光
産
業
、
そ
し
て
地
域
創
業
を
軸
に
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
が
提
唱
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
農
林
業
の
担
い
手
不
足
、
価
格
の

低
迷
な
ど
の
課
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
組
む

た
め
に
、
昨
年
、
農
林
業
公
社
を
立
ち
上

げ
、
そ
し
て
観
光
振
興
公
社
と
両
輪
を
さ
せ

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
農
林
業
と
観
光
を
更
に
リ
ン
ク

し
た
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
農
林
業
公
社
と
観
光
振
興
公
社

を
合
併
し
、
地
域
振
興
公
社
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
林
業
公
社
は
、
内

閣
府
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
や
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
米
、
ト

マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
薬

草
事
業
の
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取

り
組
み
、
昨
年
12
月
に
曽
爾
村
森
林
資
源
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
構
想
の
樹
立
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

国
や
県
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
、
こ
の
構
想
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

問
い

答
弁
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は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
至
で
す
か
ら
、
今
後

は
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
ぐ
る
っ
と
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
計
画
は
、

曽
爾
村
を
訪
れ
る
観
光
の
主
流
は
日
帰
り
で

す
。
地
域
の
経
済
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

や
は
り
宿
泊
施
設
の
新
設
は
一
つ
の
方
法
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
奈
良
県
全
体
も
、

宿
泊
事
業
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
宿
泊
力

を
強
化
し
、
質
、
量
と
も
充
実
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
特
に
南
部
・
東
部
の
地
域
振
興
に

お
い
て
、
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
お
い
し

い
料
理
の
提
供
と
遠
方
か
ら
の
来
訪
者
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
宿
泊
機
能
を
整
え
た
施
設
と

し
て
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」
を
整
備
し
、
地
域

の
観
光
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
の
食
と
農
を
生

か
し
た
「
ぐ
る
っ
と
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
推
進
計

画
構
想
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

曽
爾
村
に
お
い
て
も
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
計
画
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
事
業
性
の
調
査
や

先
進
地
事
例
把
握
な
ど
、
収
支
計
画
と
と
も

に
検
討
し
、現
在
、結
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

整
備
に
係
る
財
源
等
は
、
今
現
在
、
国
庫
補

助
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
た
め
、
県
が
国
に
要
望

中
で
あ
り
、
事
業
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
事

業
の
手
法
や
財
源
、
特
に
管
理
運
営
、
候
補

地
の
検
討
等
の
課
題
と
、
ま
た
、
既
存
の
民

間
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、
観
光
協
会
会
員
か

ら
も
意
見
を
求
め
、
も
う
少
し
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
県
と
の
地
域
包
括
協
定
は
、
奈
良

モ
デ
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
県
と
市
町
村
が

包
括
協
定
を
結
び
、
県
と
村
が
同
時
に
事
業

を
行
い
、
県
が
村
に
協
力
し
て
い
く
と
い
う

事
業
で
す
。
宇
陀
市
や
御
杖
村
な
ど
も
協
定

さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
曽
爾
村
も

県
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
幾
つ
か
の
拠
点

を
中
心
に
、
県
と
の
地
域
包
括
連
携
協
定
事

務
に
本
格
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■ 

木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑥
行
政
組
織
、
機
構
の
見
直
し
に
つ

い
て

　
行
政
の
円
滑
化
と
効
率
的
な
運
営
の
た
め

に
は
、
各
課
の
連
携
と
適
正
な
人
員
配
置
や

職
員
の
能
力
開
発
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
範
囲
で
検
討
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
６
月
末
に
は
、
退
職

者
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。村
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
は
、
職
員
の
職
務
に
対
す
る

や
り
が
い
や
働
き
や
す
い
環
境
整
備
が
不
可

欠
で
す
。
人
事
異
動
も
含
め
、
今
後
の
行
政

組
織
、
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て
村
長
の
考

え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
副
村
長
に

伺
う
。

答
弁　
⑥
（
芝
田
村
長
）

　
限
ら
れ
た
職
員
と
、
ま
た
財
源
の
中
、
過

疎
化
や
少
子
高
齢
化
、
ま
た
急
速
に
変
化
し

て
い
る
社
会
経
済
状
況
や
村
民
の
皆
様
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
な
ど
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
組
織
、
機
構
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
見
直
し
に
当
た

り
、
人
材
育
成
の
強
化
、
適
正
な
定
員
管
理

と
し
て
の
適
材
適
所
、
長
期
職
員
の
配
置
換

え
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
再
任
用
職
員
の

経
験
・
能
力
等
の
有
効
活
用
、
ま
た
、
新
た

な
行
政
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
人
材
育
成
と
し
て
、
若

手
職
員
の
県
へ
の
派
遣
、
隣
村
と
の
人
事
交

流
。
ま
た
、
人
事
評
価
制
度
も
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
運
営
の
効
率
化
と

し
て
、
簡
易
水
道
の
管
理
委
託
や
税
・
使
用

料
の
徴
収
一
元
化
、
幼
・
保
教
育
一
元
化
に

よ
る
保
育
所
の
教
育
委
員
会
へ
の
移
行
な
ど

を
考
え
て
お
り
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
の
活

用
や
近
隣
の
御
杖
村
と
の
事
務
の
共
同
設
置

や
共
同
処
理
に
つ
い
て
も
、
今
後
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

一
般
職
の
給
料
表
の
他
に
、
専
門
職
員
の
給

料
表
も
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
６
月
末
に
は
、
職
員
４
名
が

定
年
を
待
た
ず
に
退
職
さ
れ
ま
す
が
、
や
は

り
定
年
ま
で
勤
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

定
年
後
も
再
任
用
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
能
力
を
生
か
し
、
村
の
活
性
化
の
た
め

に
働
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
後
輩
の
指

導
に
も
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

も
し
て
い
ま
す
。
４
人
の
退
職
は
、村
に
と
っ

て
大
変
痛
手
で
す
が
、
７
月
に
新
規
職
員
を

採
用
し
て
、
人
事
異
動
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
議
会
に
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
地
域
建
設
課
の
所
管
所
掌
事
務
で

あ
っ
た
観
光
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ふ
る

さ
と
便
に
関
す
る
こ
と
を
企
画
課
で
行
い
、

問
い

答
弁
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観
光
と
農
林
業
を
生
か
し
た
産
業
の
構
築
に

向
け
て
の
曽
爾
村
創
生
の
取
り
組
み
、
ま
た
、

保
健
福
祉
課
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
充
実
な

ど
を
考
慮
し
た
異
動
を
考
え
て
い
ま
す
。
小

さ
な
役
場
で
す
か
ら
、
職
員
に
は
様
々
な
職

種
の
仕
事
を
経
験
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
大
変
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
村
を
よ
く
す
る
、
村
を
守
る
と
い

う
認
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
だ
き
、
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
面
で
は
、
職
員
の
健
康
管
理
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

働
き
や
す
い
職
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答
弁　
⑥
（
德
田
副
村
長
）

　
今
ま
で
か
な
り
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
の

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
く
中
で
、
早
期
退
職
で
あ
る
と
か
、

退
職
者
の
不
補
充
を
行
い
人
員
を
か
な
り
減

ら
し
て
き
た
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
で
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
や
普
通
建
設

業
を
抑
え
た
り
し
な
が
ら
財
政
改
善
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
他
方
、
国
の
政
策
も
か
な

り
変
わ
り
、
地
方
の
仕
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
も
地
籍
調
査
事
業
、
社
会
資
本
の

長
寿
命
化
事
業
、
地
方
創
生
事
業
の
実
施
や

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る
必
要
か

ら
、
事
務
量
が
か
な
り
増
え
て
き
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
い
か
に
村
を
活

性
化
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
状
況
を
打

開
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
職
員
の

増
に
つ
い
て
非
常
に
慎
重
に
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
職
員
の
増
も
考
え
に
入
れ
て
、
仕
事

の
配
分
な
ど
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

木
治
正
人
議
員

問
い
　
⑦
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
音

響
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

　
行
政
事
務
に
つ
い
て
、
昨
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
、
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆

使
す
る
情
報
技
術
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
各
研
修
会
、
集
会
、
会
議
等
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
あ
る
い
は
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
が
唯
一
、
私
た
ち
の
村

で
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
目
を
果
た
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
耐
震
改
修
な
ど
行

い
ま
し
た
が
、
音
響
設
備
は
、
ハ
ウ
リ
ン
グ

や
雑
音
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
不
備
に
よ
る
映
像

の
見
に
く
さ
や
機
器
の
不
具
合
な
ど
、
充
実

さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
ま

す
ま
す
機
会
が
多
く
、
文
化
施
設
が
な
い
中

で
は
、
振
興
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
機
会
が

多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
会
議
や
事
業
の
円

滑
化
の
た
め
に
、
固
定
の
音
響
設
備
の
充
実

が
是
非
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
村
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁　
⑦
（
芝
田
村
長
）

　
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
の
音
響
設
備
は
、
平

成
５
年
の
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
設
置
し

た
設
備
で
す
。
24
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
平
成
30
年
度

に
更
新
す
る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

固
定
の
機
器
に
つ
い
て
も
更
新
、充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も
団
体
で
も
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動

に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政

の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議
場

傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
次
回
定
例
会
は
、
９
月
で
す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い

答
弁

■ 

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

答
弁
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　6月25日（日）、曽爾中学校体育館において曽爾村体育協会主催「村民バレーボール大会」を開催し
ました。
　激戦を制し優勝に輝いたのは、長野チームでした。惜しくも決勝で敗れてしまいましたが、小長尾
チームが準優勝となりました。
  各大字の選手や役員の皆様のご協力で無事大会を終えることができました。

曽爾村民バレーボール大会　優勝・長野チーム

優勝　長野チーム 準優勝　小長尾チーム

　曽爾小学校の全校児童32名は、去る6月26日（月）に避難訓練を実施、また７月10日（月）にはナラ
シェイクアウトに参加しました。
　避難訓練では、授業中にランチルームから出火、防火シャッターが下りた状態を想定して、おはしも
（お：押さない　は：走らない　し：しゃべらない　も：戻らない）を心掛けて火元から離れたグランド
に避難しました。
　避難後は、消防署の方から避難する上での諸注意があり、児童は真剣に話を聞いていました。さら
に、消火器の使い方も体験しました。参加した児童からは、「これからも火災を起こさないように注意
したい。」などの感想が聞かれました。また、午後には消防署の方々の指導のもと、教職員がAEDの研
修も行いました。

　ナラシェイクアウトは、地震が起きた時、危険から身を守るた
めの県内一斉の訓練です。地震が起きたとの想定で、窓・ドア
を開け（火災の時には防煙・防災のため閉める）、避難路を確保
しながら、机の下に身をかがめ、頭を手で守る姿勢を約１分間維
持しました。近い将来、東南海地震が起こるとも言われており、
曽爾小学校では、いざという時に命を守るための取組を、今後
も続けていく予定です。

危機管理の充実を！ 避難訓練の実施、ナラシェイクアウトへの参加
− 曽爾村立曽爾小学校 −

身を守る体勢

避難のようす 消火訓練 AED研修
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　昭和63年から毎年2回実
施している村内一斉河川清掃
や、県が実施している「地域の
河川サポート事業」に参加する
など、継続的に河川美化活動
への積極的な取り組みが功績
として認められ、曽爾村総代会
が日本河川協会より表彰を受
けました。

曽爾村総代会が日本河川協会から表彰を受けました！

　7月4日(火)〜5日(水)にお泊まり保育があり、年長組10名が参加しました。お家の人と離れてのお泊
まりにドキドキ、ワクワクしていた子どもたち。山登りや、キャンドルサービス、自然の家での館内オリ
エンテーリングなど楽しい時間を過ごしました。みんなで力を合わせて過ごした２日間は子どもたち
の自信となり、心に残る経験となったと思います。

　7月7日(金)にみんなの願い事や飾りをつけた大きな笹を飾り、七
夕のおはなしを聞きました。歌を歌ったり、○×ゲームをして楽しく
過ごしました。子どもたちの願いが叶いますように☆

☆お泊まり保育に行ってきました☆

☆七夕まつり☆

青組(５才児) 赤組(３才児)黄組(４才児) うさぎ・きりん組(1，2才児)

亀山の頂上にて！ “そにっとくん”と一緒に☆

みんなで寝たよ！ キャンドルサービスに火の神様登場！ みんなで食べるとおいしいね！！
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○
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
一
年
目
、
二
年
目
、
三
年
目
を
振
り
返
っ

て
順
番
に
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
ま
と
め
て
下
さ
い
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
事
が
あ

り
、
様
々
な
方
と
接
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
味
噌

づ
く
り
や
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
の
参
加
や
、
青
空
マ
ル
シ
ェ
で

の
藁
ぞ
う
り
づ
く
り
体
験
、
耕
作
放
棄
地
の
管
理
と
試
験
栽
培
、

奈
良
県
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
流
通
づ
く
り
の
お
手
伝
い
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柿
園
を
活
用
し
た
柿
の
葉
茶
づ
く
り

や
、お
米
づ
く
り
も
は
じ
め
、今
年
以
降
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
曽
爾
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
、
不
便
に
感
じ
た
こ
と
、

村
の
印
象
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
曽
爾
村
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
お
金
で
は
買
え
な

い
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
が
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。
エ

ア
コ
ン
不
要
な
と
こ
も
よ
か
っ
た
で
す
。
一
方
、
公
共
交
通
機

関
が
少
な
く
、
最
寄
り
駅
が
遠
か
っ
た
り
、
バ
ス
の
本
数
が
少

な
い
こ
と
は
不
便
に
感
じ
ま
し
た
。

○
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
将
来
設
計
に
つ
い
て
書
い
て
下
さ

い
。

　
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
曽
爾
に
住
み
続
け
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
協
力
隊
は
卒
業
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
様
々
な

活
動
を
継
続
し
て
い
く
事
で
よ
り
良
い
結
果
に
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
曽
爾
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
一
年
目
、
二
年
目
、
三
年
目
を
振
り
返
っ

て
順
番
に
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
ま
と
め
て
下
さ
い
。

　

１
年
目
は
、
協
力
隊
の
活
動
や
村
の
こ
と
を
発
信
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
、

毎
月
広
報
に
挟
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
「
そ
に
っ
き
」
の
作
成

も
開
始
し
ま
し
た
。他
に
も
チ
ラ
シ・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
村・

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
、
お
茶
会
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

出
張
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

２
年
目
は
、
か
ね
て
よ
り
興
味
の
あ
っ
た
自
然
療
法
を
学
び

始
め
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
、
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
等
を
身
近
に
、
自
然
の
力
を
借
り
て
心
身
の
健
康
を

保
と
う
と
い
う
も
の
で
す
。
冷
え
や
ス
ト
レ
ス
、
生
活
習
慣
等

か
ら
い
ろ
ん
な
病
気
や
症
状
が
起
こ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
対

し
て
西
洋
医
学
と
は
違
っ
た
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
存
在

で
す
。

　
そ
し
て
３
年
目
で
現
在
住
ん
で
い
る
家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

「
カ
レ
ー
と
ハ
ー
ブ
の
店
」
を
、
と
思
い
開
業
に
つ
い
て
考
え
始

め
ま
し
た
。

○
曽
爾
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
、
不
便
に
感
じ
た
こ
と
、

村
の
印
象
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
曽
爾
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環

境
で
暮
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
お
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り

畑
を
お
借
り
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
話
し
た
り
と
、
周
り
の

方
々
に
も
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
。

　
不
便
と
い
う
か
大
変
だ
と
思
っ
た
の
は
、
冬
の
厳
し
さ
で
す
。

古
民
家
暮
ら
し
は
夏
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
が
、
冬
は
寒
す

ぎ
て
、
昨
冬
は
体
調
を
崩
し
ま
し
た
。
断
熱
性
を
上
げ
る
工
事

や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
入
れ
る
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
る
な
ど
、

暖
か
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
し
た
方
が
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

○
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
将
来
設
計
に
つ
い
て
書
い
て
下
さ

い
。

　
任
期
終
了
後
は
、「
カ
レ
ー
と
ハ
ー
ブ
の
店
」
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
検
討
し
た
結
果
、
断
念
し
ま

し
た
。（
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。）
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
く
の
か
、
ま
だ

考
え
中
で
す
が
、
な
る
べ
く
家
を
活
用
す
る
方
向
で
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
曽
爾
村
に
来
て
３
年
間
、
た
く
さ
ん
の
方
に

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
総
務
省
に
よ

り
制
度
化
さ
れ
、
都
市
地
域
（
※
１
）
か
ら
過
疎
地
域
で
あ
る

曽
爾
村
に
住
民
票
を
異
動
し
、
役
場
の
職
員
の
身
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
村
長
が
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
３
年
間
委

嘱
し
ま
す
。
地
域
活
動
の
支
援
や
農
林
業
の
応
援
、
住
民
の
生

活
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
に
従
事
し
て
も
ら
い
、
併

せ
て
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
な
が
ら
意
欲
的
・
積
極
的
に
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
で
、
そ
の
活
動
に
か
か
る
経
費

の
う
ち
８
割
が
特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
で
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
１
）
三
大
都
市
圏
（
首
都
圏
、
中
京
圏
、
近
畿
圏
）
又
は
地

方
都
市
等
（
過
疎
地
域
、
離
島
な
ど
条
件
不
利
地
域
指
定
の

市
町
村
以
外
）

お
問
い
合
わ
せ　
曽
爾
村
役
場
企
画
課　
☎
９
４-

２
１
０
１

曽爾村地域おこし協力隊 〜卒業隊員活動総括〜

名　
前
：
森
岡
智
紀（
も
り
お
か
と
も
の
り
）

現
住
所
：
伊
賀
見　
任
期
終
了
後
：
葛

名　
前
：
山
本
早
苗（
や
ま
も
と
さ
な
え
）

現
住
所
：
掛　
　
任
期
終
了
後
：
掛
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　曽爾の皆さん、こんにちは、オスカーで
す。7月末に曽爾を去ります。3年間曽爾村に
住んだことはすごく良い経験でした。最初は
曽爾での生活は難しいと思っていましたが、
良かったです。曽爾は美しくて良いところで
す。曽爾の星空はとても美しくて、決して忘
れないでしょう。そして曽爾の人は優しいで
す。私は助けてくれた人に感謝したいです。

ALT退任　～オスカー先生、3年間ありがとうございました。

「いきいき百歳体操」自主グループの募集
～地域で、みんなで、介護予防～

住民主体で『いきいき百歳体操』をするグループを募集しています。
※興味があるグループには、事前に介護予防や、いきいき百歳体操の出前講座をすることも

できます。お気軽にお声をかけてください。

【実施条件】
①週に1回（もしくは2回）実施ができる。
②５人以上の参加者がいる。
③３ヶ月以上続けることができる。     

【支援内容】                                     
①初回４回程度の体操指導と体力測定。      
②３ヶ月、６ヶ月、１年後の定期フォロー。
③おもりの貸し出し。
④グループに１枚体操のDVDの無償提供。

お問い合わせ　曽爾村役場保健福祉課 保健師　☎94-2103
               　  （曽爾村地域包括支援センター）

会場、椅子､DVDプレイ
ヤーなど、実施に向けて考
えていきましょう！

みんなで笑顔！
めざそう百歳！ 体を動かし脳を活性化！

認知症を予防しましょう。 みんなで一緒に
集まって仲間づくり！筋力アップで

転ばない体づくり
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対
象
者　

管
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
勤
務
し
て
い
る
方
、
学
校
に

在
学
し
て
い
る
方（
中
学
生
以
上
）

を
優
先
し
て
実
施
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
宇
陀
消
防
署
（
救
急
課
）

　
☎
０
７
４
５-

８
２-

３
１
９
９

　
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

　
救
急
に
つ
い
て
み
ん
な
で
関
心
や
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
当
組
合
で
は
救
急
の
日
に『
心
肺
蘇

生
法
』や『
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
』を
学
ん

で
い
た
だ
く
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

講
習
の
種
類　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
３
時
間
講
習
）

　

実
技
講
習
が
中
心
で
す
。
動

き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　
９
月
９
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

場
所　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
宇

陀
消
防
署
（
２
Ｆ
研
修
室
）

　
奈
良
県
宇
陀
市
榛
原
萩
原
１
２
３

　
０
番
地

定
員　
20
名
（
申
込
順
で
す
。
受
付

期
間
内
で
あ
っ
て
も
定
員
に
な

り
次
第
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
）

受
付
期
間
　
９
月
４
日
（
月
）
ま
で

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、平

成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
分
　
大
学
、短
大
、高
校
卒
業

募
集
案
内
詳
細
に
つ
い
て　
平
成
29

年
８
月
上
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

掲
載
予
定（URL:http://www.

naraksk119.jp

）

お
問
い
合
わ
せ

橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
人
事
企
画
課
人
事
係

☎
０
７
４
４-

２
０-

１
１
１
９

　
表
紙
は
、県
章
の
色
で
あ
る「
す
ほ

う
色
」及
び「
黒
色
」の
２
種
類
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。県
内
の
官
公

庁
や
救
急
医
療
施
設
の
住
所一覧
、県

民
相
談
窓
口
に
加
え
、人
口
や
産
業
な

ど
、全
国
と
県
、市
町
村
の
主
要
統
計

デ
ー
タ
、県
内
の
郵
便
番
号
、大
和
の

主
な
年
中
行
事
な
ど
の
情
報
を
掲
載

し
、日
記
の
ペ
ー
ジ
に
は
、過
去
５
年
の

天
気
マ
ー
ク
も
付
い
て
い
ま
す
。

  

１
冊
５
０
０
円
で
10
月
に
発
売
を
予

定
し
て
い 

ま
す
。予
約
は
、８
月
31
日

（
木
）ま
で
曽
爾
村
役
場
総
務
課(

☎

９
４-
２
１
０
１
）で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
困
っ
た
時　

ま
ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
。

・
無
料
の
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

突
然
有
料
登
録
に
な
っ
た
。

・
訪
問
販
売
で
、
断
り
切
れ
ず
高
額

の
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
借
金
の
返
済
が
、
困
難
に
な
っ
て

き
た
。

・
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

・
在
宅
で
の
仕
事
を
勧
め
ら
れ
パ
ソ

コ
ン
の
教
材
の
契
約
を
し
た
が
、

全
く
仕
事
が
な
い
。

は
い
！
こ
ち
ら
宇
陀
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
で
す
。

☎
０
７
４
５-

８
２-

２
４
５
７

相
談
場
所　
宇
陀
市
役
所　
会
議
室

相
談
日
時　
毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝

日
除
く
）　

午
後
１
時
～
午
後

４
時

相
談
方
法　
電
話
・
来
所
に
よ
る
相

談
（
無
料
）

【
お
急
ぎ
の
相
談
は
　
こ
ち
ら
へ
】

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
２-

３
６-

０
９
３
１

　
奈
良
市
三
条
本
町
８
番
１
号

　
シ
ル
キ
ア
奈
良

相
談
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金

曜
日　
９
時
～
16
時
30
分

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
中
南
和
相
談
所

　
☎
０
７
４
５-

２
２-

０
９
３
１

　
大
和
高
田
市
片
塩
町
１
２
番
５
号

相
談
受
付
時
間　

月
曜
日
～
金

曜
日　
９
時
～
16
時
30
分

普
通
救
命
講
習
会
の

ご
案
内

平
成
29
年
度
奈
良
県
広

域
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
募
集
案
内【
後
期
】

２
０
１
８
年
版
奈
良
県

民
手
帳
の
予
約
を
開
始

し
ま
す

宇
陀
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

月
・
木
曜
日
は
、
消
費
生
活
相
談
の
日
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　一度に多くの品目を回
収しますので、的確に分
別し、収集場所のお間違
いのないようお願いしま
す。
回収日　８月５日（土）
　※前日の４日（金）に収集場所に出してください。
集積場所　不燃物収集場所（かん・びんと同じ）
品目　蛍光灯（丸管）、蛍光灯（直管）、電球、乾電池、

割れた蛍光灯、割れた電球、水銀体温計、陶器、板ガラ
ス、割れたガラス

出し方　収集場所に、品目ごとに分別し、蛍光灯、乾電池
など袋に入れられるものは破れにくい袋に入れ、入らな
い物はひもで縛るなどして出してください。
・ボタン電池はテープで絶縁して出して下さい。
・割れていない蛍光灯は紙などでくるんで出して下さ

い。
その他

・業者の方は、自己責任により適切に処理してくださ
い。

・自動車のバッテリーは回収できません。
お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102

蛍光灯・乾電池・陶器・ガラス等の収集
について

個人事業税の　第１期分の納期限は、８月３1日（木）
　　　　　　　第２期分の納期限は、11月30日（木）です。

　個人事業税の納付書は、第1期分･第2期分をまとめて同封しております。
　お間違いのないようご注意下さい。
　第2期分の納付書は、納期限まで保管していただき、11月30日までに納付して下さい。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期分の納期限までに全額を納付いただくことになっておりま
す。

※第1期分･第2期分をまとめて第1期分の納期限までに納付することもできます。
※コンビニエンスストアやペイジー（パソコン・携帯・ＡＴＭからの納付）での納付もできます。

口座振替制度もご活用下さい。
お申し込みは金融機関で。 

※詳しくは、奈良県中南和県税事務所（☎0744-48-3004）までお問い合わせ下さい。 

  奈良県中南和県税事務所からのお知らせ
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種　目 受付期間 試　験　日

自衛官候補生

資　　格

男女とも8月下旬から随時
（高校生は9月16日以降）

1次：9月16日～18日
2次：10月5日～11日
（内１日）

1次：9月18日
2次：10月17日～22日
（内１日）
3次：11月18日～12月
  21日（内別示）

1次：10月28日・29日
2次：12月13日～15日

1次：10月14日
2次：11月25日・26日

9月23日・24日

1次：9月23日
2次：10月28日・29日
1次：11月4日・5日
2次：12月5日～9日

男女とも随時18歳以上27歳未満の
男女

一般曹候補生 7月1日～9月8日

7月1日～9月8日

9月5日～29日

【推　薦】
9月5日～7日
【総合選抜】
9月5日～7日
  一般【前期】
9月5日～29日

18歳以上27歳未満の
男女

航空学生
高卒（見込含）
21歳未満の男女
（海要員については
23歳未満）

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満の男女防衛医科大学校

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

防衛大学校学生

高卒（見込含）
21歳未満の男女
（推薦のみ成績優秀かつ
 生徒会活動等に顕著な
 実績を納め、学校長が
 推薦できる者）

詳しくは自衛隊天理募集案内所までお問い合わせください。　☎0743-63-2540
　ホームページ ： http://www.mod.go.jp/pco/nara
　E-mail ： hq1-nara@pco.mod.go.jp

自衛官募集案内

　曽爾村農林業公社では、稲刈りやその後の耕耘など、
秋の農作業を代行するサービスを実施します。作業受託
料金は次の通りです。

　　10a当たりの受託料金
　　　刈り取り（コンバイン利用）　21,000円
　　　耕耘（トラクター利用）　　　10,000円
　　　※別途配送料がかかることがあります

※作業料金は、農業委員会が定める農作業賃金をもとに設定しています
※お申し込みを受け付け後、農林業公社のオペレータが作業を実施します
※上記以外の作業はお問い合わせください

お問い合わせ　一般社団法人曽爾村農林業公社（☎94-2101）

農林業公社が稲刈り、耕耘を代行します
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　災害に強い安全・安心な村づくりの一環として住宅の耐震化を促進するため、『既存木造住宅耐震
診断事業』『既存木造住宅耐震改修事業』を実施しています。
　『耐震診断』については、耐震化を促進するための第一歩となります。村では無料で実施し、耐震
化の促進を図っていきますので、この機会に是非ご検討下さい。

【事業概要】
１．『既存木造住宅耐震診断事業』
　概要　村から耐震診断員を派遣し、無料で耐震診断を実施します。
　対象住宅　※以下の要件を全て満たすこと
　　①昭和５６年５月３１日以前に着工され、居住している木造住宅
　　②延べ床面積概ね２５０㎡以下のもの
　　③階数が２以下のもの（地階は除く。）
　費用　無料

　２．『既存木造住宅耐震改修事業』
　　概要　所有者が耐震診断を受けた木造住宅の耐震改修工事を実施した場合、工事費の 23％
　　　（上限 50 万円まで）の補助金を交付します。
　　　　但し改修工事費が 50 万円以下の場合は補助金の交付はありません。
　　対象住宅　耐震診断を受けた木造住宅

【募集時期】
　募集受付期間は平成 29 年 8 月 1 日～ 8 月 31 日とします。また、予算の範囲で執行していきま
すので、予定戸数を超えた場合は抽選とさせて頂きます。（申込みが上限に満たない場合は 10 月
末まで随時受付とします）

※各事業につきましては、事前に必要な手続き等がありますので、実施を希望される場合は、下記
窓口までご相談下さい。

お問い合わせ　曽爾村役場総務課　☎ 94-2101　内線 223

  就職応援フェア企業合同説明会
日時　８月30日（水）　11時から17時
場所　奈良県文化会館（奈良市登大路町６-２）
概要　県内の注目企業が多数参加予定。就職希望者に

対して会社概要や求人内容等を説明する「企業合同
説明会」を開催します。就活セミナー、キャリアカウン
セリング、無料職業紹介所登録面談もできます。事前
の申し込みは不要です。開催時間内に会場にお越し
ください。

対象者　おおむね35歳未満の一般求職者及び平成30
年３月大学等卒業予定者

お問い合わせ
　ならジョブカフェ 奈良県中小企業団体中央会
　　〒630-8325　奈良市西木辻町93-6
　　エルトピア奈良内
　　☎ 0742-81-3639　FAX 0742-81-3671

日頃から電気の安全を心がけ、かしこく
上手に使いましょう
　電気コードの上に重いものを載せていると
コードが半断線となり、ショートが起こって、火
災の原因にもなりますので注意しましょう。

8月は電気使用安全月間です
コードの踏みつけはやめましょう

平成29年度『既存木造住宅耐震診断事業』及び『既存木造住宅
耐震改修事業』を実施します。

　　経済産業省　主唱
一般財団法人 関西電気保安協会
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　児童扶養手当について

対象　次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以降最初の3月31日までの児童。児童に障害がある場合
は20歳未満まで）を養育している父または母、父母に変わってその児童を養育している方。
　・ 父母が離婚した児童
　・ 父または母が死亡（または生死不明）の児童
　・ 父または母が重度の障害を有する児童
　・ 婚姻によらないで生まれた児童
　・ 父または母が１年以上拘禁されている児童
　・ 父または母に１年以上遺棄されている児童

手当の額　手当の額は、父または母や、生計を同じくする扶養義務者などの所得に応じて決まります。所得制限
限度額を超えると手当を受けることができなくなります。
平成29年4月（支給は8月）から加算額が変更になりました。

　特別児童扶養手当について

対象　次のいずれかに該当する20歳未満の児童を家庭で養育している父や母など。
　・「身体障害者手帳」概ね1級、2級、3級の児童（4級は一部）
　・「療育手帳」概ねA1、A2、Bの児童
　・インスリン依存型糖尿病や再生不良性貧血等の慢性疾患のため日常生活に制限を必要とする児童
手当の額　手当の額は児童の障害の程度に応じて決まります。請求者または配偶者・生計を同じくする扶養義

務者の所得が所得制限限度額を超えると手当を受けることができなくなります。
平成29年月（支給は8月）から下記の額に変更になりました。

　認定請求について

　これらの手当は、受給資格認定を受けた後、請求日の属する月の翌月分から支給されます。遡及して手当を受
給することはできませんので要件に該当すると思われる方で現在手当を受けていない方は、速やかに手続きをし
てください。

　現況届（所得状況届）について
　現在手当を受けている方には、現況届（所得状況届）に必要な書類一式を７月下旬に郵送しておりますので、
必要書類をそろえて住民生活課へ提出してください。（書類が届かない場合は連絡してください。）この届の提出
がないと、８月以降の手当が受けられなくなりますので注意してください。

お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎94-2102（直通）

  児童扶養手当・特別児童扶養手当のご案内

児童２人児童１人 児童３人以降

全部支給

一部支給

障害の程度

１級

２級

手当の額（児童一人あたりの月額）

51,450円

34,270円

42,290円

9,980円
〜42,280円

9,990円

5,000円
〜9,980円

5,990円

3,000円
〜5,980円

加　算　額
区　分
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奈良教育大学との連携事業　第12回サマースクール開催
　来る8月26日(土)〜27日(日)、曽爾中学校や曽爾小学校周辺を会場として「サマースクール2017 in 曽爾」が開催
されます。これは奈良教育大学と曽爾村との連携による取組で、今回で12回目となります。主な目的は、理科や数学
に関わる実験や実習を通して、科学への関心や好奇心を育てることです。平成25年度からは御杖村の小中学生も交
え、地域も広がってきました。
　地域の方々の自由見学も可能ですので、ぜひご参観ください。詳しくは（窓口）曽爾中学校までご連絡ください。

曽爾中学校　☎94-2014
本年度のプログラム
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平成29年7月1日付け人事異動
異　動　先

住民生活課長
総務課長
議会事務局長　課長
企画課長補佐
企画課長補佐
住民生活課長補佐
会計管理者　課長補佐
地域建設課長補佐
保健福祉課長補佐
曽爾保育園園長兼子育て支援センター所長　課長補佐
住民生活課
総務課
企画課
出納室
保健福祉課
曽爾村国民健康保険診療所
住民生活課
地域建設課
保健福祉課
総務課
企画課
平成29年6月30日付け退職

氏　　　名
佐 伯 　 和 美
吉 田 　 茂 一
小 西 　 利 明
森 澤 　 英 之
礒 野 　 耕 一
中 西 　 　 実
細 谷 　 苗 織
大 手 　 寿 志
椿 根 　 純 子
東 口 　 直 子
平 畠 　 一 史
杉 藤 　 宏 信
椿 井 雄 一 郎
阪 上 　 　 翼
木 治 　 澄 子
葛 原 　 由 惠
山 本 晋 太 郎
平 井 　 俊 行
岡 本 　 大 樹
河 合 　 元 紀
木 治 　 陽 亮

退 職
丸 瀬 美 智 男
木 治 　 千 和
橋 本 　 広 明
井 本 　 道 子

旧　所　属
総務課長
議会事務局長
会計管理者　課長補佐
住民生活課長補佐
地域建設課長補佐
住民生活課
出納室
総務課
保健福祉課
曽爾保育園園長兼子育て支援センター所長　課長補佐心得
企画課
保健福祉課
住民生活課
総務課
曽爾村国民健康保険診療所
新規採用
新規採用
新規採用
新規採用
新規採用
新規採用

住民生活課長
地域建設課
地域建設課
教育委員会事務局

曽爾村心身健美プロジェクト「第１回　曽爾村美人プログラム」健康教室
　曽爾村では心身健美　〜きれいになれる村、曽爾〜　をめざし村全体で健やかな「美人」を育むプログ
ラムを実施します。
　村民のみなさまに健康について学んでいただくため、明治国際医療大学の伊藤和憲教授のご協力を得な
がら、心と体の健康を目指し村民の方を対象に４回のプログラムを予定しています。はじめに第１回として
健康講演会を開催します。村民の皆様のご参加をお待ちしています。
　講 演 会　美しい身体を手に入れ長生きするために
　講　　師　明治国際医療大学　伊藤和憲教授
　開催日時　平成29年9月16日（土）　午後1時30分〜午後3時30分
　開催場所　曽爾村振興センター　大ホール
　内　　容　運動機能の健康講演会　ストレッチ、ツボ押し等
　定　　員　30人（男女問わず）　運動のできる服装
　お申し込み　曽爾村役場企画課　☎0745-94-2101（内線252）

　ここで言う「美人」とは、容姿が美しい女性のみを対象としている
わけではなく、心が健やかで、体の内側が健やかで、だからこそ体の
外側も健やかで美しく見える老若男女のことを指します。
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　曽爾村は、平成30年度採用予定の職員採用試験を次のとおり実施します。
１．職種、採用予定人員、受験資格

　　　日本国籍を有し、採用後において曽爾村に住所を有することが確実な人。
　　　ただし、地方公務員法第16条各号の欠格条項に該当する者は、受験できません。
２．受験手続き、受付、申込先
 　（１）受験手続きに必要なもの

　（２）申込書受付期間及び時間、提出先
　　　　平成29年8月1日㈫〜8月22日㈫ (土・日・祝は受付できません)　午前9時〜午後5時まで
　　　　提出先：〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1　曽爾村役場　総務課宛
　　　　　　　　※ 郵送による場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書在中」と朱書きし期限必着
　　　　　　　　　（8月22日午後5時まで）とする。
　（３）募集案内・採用試験申込書の配布
　　　 「〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1」曽爾村役場総務課で配布、
　　　　またはホームページからダウンロードして下さい。
　　　　　※郵便による請求の場合は、宛先を明記した返信用封筒(120円切手を貼った角2号封筒A4サイズ)
　　　　　　を同封し、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、上記まで請求して下さい。
３．試験日及び方法 

４．合格者の発表
　　第一次試験合格者発表　10月上旬、第二次試験合格者発表　10月下旬
５．合格から採用まで
　　合格者は、採用予定者名簿に登録し、採用は平成30年4月1日の予定です。
６．給　与
　　曽爾村の一般職の職員の給与に関する条例の定めるところによります。
　　現行初任給月額は、高校卒 146,100円、短大卒 158,800円、大学卒 178,200円で、このほか、
　　扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・勤勉手当などがそれぞれの条件に応じて支給されます。
　　　なお、初任給は採用前の経歴などに応じて加算される場合があります。
※詳しい試験案内と申込書などお問い合わせは 曽爾村役場総務課まで　
　〒633-1212  奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番の1　☎0745-94-2101（内線221）

  曽爾村職員採用試験案内

若干名

平成29年9月17日（日）
受　　付：午前  8：30〜  9：30
教養試験：午前10：00〜12：00
曽爾村振興センター2階 大ホール
（曽爾村役場横隣）

一般事務職

第一次試験

第二次試験

受　　験　　資　　格

内　　　　 容

採用予定人員

試験の日時・試験会場

第一次試験合格者に別途通知します 作文試験・口述試験

採用職種

試　　験

　昭和62年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校卒業
程度以上の学力を有する人又は平成３０年３月３１日までに卒業見込みの人

筆記試験［教養試験］

・職員採用試験申込書（役場で用意します） １通
・自筆の履歴書　3ヶ月以内に撮影した写真（上半身、脱帽正面向き）を貼る １通
・写真（上記と同一のもの：受験票用） １枚
・最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書（原本に限る） １通
・最終学校の成績証明書（原本に限る） １通
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謹んでお悔やみ申し上げます
6月27日　大字今井　　田合 美正 さん（86歳）

善　　意　　銀　　行
田合　幸司さんより
  亡父　美正さんの生前のご厚情に対し金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

ふれあいサロンの開催について
日時　8月3日㈭　11時～14時予定
場所　曽爾ふれあいセンター（曽爾村大字山粕）
内容　学童保育児童と一緒にお好み焼きを

作ったり交流を持ちます。
持ち物　エプロン　三角巾（大きめのハンカチ）
※何かわからない事がありましたら（☎94-

2731）ふれあいセンター新山まで連絡下さ
い。（月・水・金曜日午前中のみ）

第22回曽爾村ぬるべの郷夏まつり
日　時　8月14日㈪　15：00～
場　所　老人福祉センター周辺
　１５：００～　ふるさとコンサート
　１７：００～　オープニング
　１８：００～　ふるさとコンサート
　１９：００～　盆踊り
　２０：００～　花火大会
荒天時花火大会のみ１６日㈬に延期となります
皆様のご来場心よりお待ちしております。
お問い合わせ　曽爾村夏祭り実行委員会事務局
　　　　　　　☎94-2106

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対 象 者 場所・内容等

13:00～
15:00

19:30～
21:00

生後3ヶ月～
4歳未満

保健推進員

8月2日㈬

8月8日㈫

○場所：老人福祉センター
○内容：診察、身体計測、栄養指導、育
　　　　児相談、発達相談、歯科指導
○スタッフ：医師、看護師、歯科衛生士、
　　　　　　栄養士、心理士、保育士、
　　　　　　保健師
○場所：曽爾村役場
○内容：「野菜の大切なお話」
　　　　講師　奥田栄養士
曽爾ふれあいセンター
掛農業集会所
長野公民館
小長尾公民館
今井集落センター
塩井集落センター
葛集落センター
太良路公民館
伊賀見集落センター

乳幼児健診

9:30～
13:00 食生活改善推進員8月30日㈬食生活改善推進

員会　定例会

  9:00～11:00
13:30～15:30
  9:00～11:00
13:30～15:30
  9:00～11:00
13:30～14:30
15:00～16:00
  9:00～11:00
13:30～15:30

特定健診または
後期高齢者健診
を受けられた方

8月22日㈫

8月23日㈬

8月24日㈭

8月25日㈮
○場所：老人福祉センター
○内容：調理実習（おやつづくり）

健診結果
説明会

保健推進員会
定例会

ほけん事業予定表（8月）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　187　　 96
（−2）（−1）

掛　　101　　 52
（−4）（＋1）

長　野　176　　 81
（−1）（±0）

小長尾　124　　 52
（±0）（±0）

今　井　205　　 90
（±0）（±0）

塩　井　107　　 52
（±0）（±0）

葛　　133　　 50
（−2）（−1）

太良路　118　　 54
（±0）（±0）

伊賀見　364　  160
（＋1）（＋1）

（平成29年7月1日現在）

8月号
平成29年8月1日発行

（通巻550号）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

人口1,515人
（−8）

男　708人
（−4）

女　807人
（−4）

世帯数687世帯
（±0）

（平成29年7月1日現在）

開館日　月～金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分～17時15分
　　　　毎週土曜日…13時～17時
☆平日、図書室に職員がいませんので、教育委員

会事務局までお越しください。

○おはなし会　日時　8月3日（木）10時～11時
　場所　曽爾保育園

図 書 室 だ よ り

2017クリーンアップ なら キャンペーン ｉｎ 曽爾
　美しい郷土づくりを推進し、住みよいきれいな曽
爾村を守るため、清掃活動に参加されませんか。
日　時　８月２７日㈰　午前９時～２時間程度
場　所　役場前集合
内　容　村内国道・県道沿いのゴミ、空き缶拾い等

の清掃
・事前申込みは不要です。当日集合時間にお集

まりください。
・火箸、ゴミ袋は用意しますが、軍手などは各

自ご持参ください。
・軽トラックをお持ちの方は、できるだけ軽ト

ラックでご参加ください。
・大雨、強風の場合は中止します。中止の場合

は、当日朝８時頃、防災無線にて放送しま
す。

お問い合わせ　曽爾村役場企画課
　　　　　　　☎94-2101


